
　　　Ｆ Ａ Ｘ　　0532－47－4149

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　ｅ－mail　　kikakukoho@ml.aichi-u.ac.jp

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　届出時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には認可時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　３　大学番号の欄については、平成２３年３月11日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況報告書等

　　　　　の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

　　　　「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

（注）１　「計画の区分」は届出時の基本計画書の「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　　　　　　　　　　（□□学部）

学校法人　愛知大学　　　

[平成23年度設置］

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

愛知大学　地域政策学部

　　　計画の区分：学部の設置

　　担当部局（課）名　企画・広報課

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

平成２３年５月１日現在　　

　　　（夜間）　　0532－47－4111

　　　職名・氏名　課長・近藤
コンドウ

智彦
トモヒコ

　　　　　　　　　係長・島尾
シ マ オ

　淳
ジュン

　作成担当者

　　　電話番号　　0532－47－4148

届出
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届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

（サトウ　モトヒコ）

佐　藤　元　彦

（平成20年8月2日）

（サトウ　モトヒコ）

佐　藤　元　彦

（平成20年8月2日）

（ワタナベ　カズトシ）

未定 渡　辺　和　敏

（平成23年4月1日）

―

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

未定としていた学部長に
ついて、平成23年4月1日
付で就任した(23)

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２３年度に報告する内容　→（23）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２０年度に報告済の内容　→（20）

　　　　記入してください。

　　　　学　校　法　人　　　愛　知　大　学　　

（２） 大　学　名

学　　長

職　　名

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　〒４４１－８５２２

（３） 大学の位置

　　　　愛知県豊橋市町畑町字町畑１番地の１

　　　　愛　　知　　大　　学

1



　　

　地域政策学部

　地域政策学科

学士(地域政策学)

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

-人 -人 -人 -人 -人 -人 220人 -人

- - - - - - 1,617 -

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ]

- - - - - - 1,595 -

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ]

- - - - - - 636 -

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ]

- - - - - - 285 -

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ] [  -  ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　ください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

（注）・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　「－」を記入してください。

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・　「平成２３年度」には，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

受験者数

平成２３年度

(　- )

[ 　-　 ] [ 　-　 ] [ 　-　 ] [ 　-　 ]

平成２０年度

志願者数

　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
編入学定員入学定員

設 置 時 の 計 画

人年次

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２０年度開設の４年制の学科の場合（平成２３年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

Ｂ　 入学者数

合格者数

修業年限

　　　　　　　

備　　考
平成２２年度平成２１年度

平均入学定員
超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

人年
人

収容定員

220 880ー4

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

(　- ) (　- ) (　- )

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

- 1.29--

Ａ　 入学定員

1.29 倍

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

- - - - - - 285 -

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

- - - - - -

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

- - - -

[ - ] [ - ]

- -

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

平成２１年度平成２０年度

２年次

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。

平成２２年度

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

計

（注）・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

-

[　-　 ][　　 -　 　][　　 -　 　][　　 -　 　]

３年次

４年次

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　・　「平成２０～２２年度」には，確定した数値を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学整数を記入してください。

　　　・　「平成２３年度」には，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　・　「平成２０～２２年度」には，確定した数値を記入してください。

285

１年次

備　　　　　考

--

平成２３年度

3



[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 人 うち平成２２年度 人

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況　【該当なし】

平成２０年度

（平成20年4月1日～
平成21年3月31日）

退学者数（ａ） 在学者数（ｂ）
入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

　　　 ％

　　　　　　区　分

 対象年度

計 （累積）計

（主な退学理由）

平成２１年度

（平成21年4月1日～
平成22年3月31日）

平成２２年度

（平成22年4月1日～
平成23年3月31日）

計 （累積）計

計 （累積）計

（主な退学理由）

　　　 ％

（主な退学理由）

　　　 ％

　　　　前年度までの確定した在学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度における退学者数】を，【当該対象年度の入学者数＋当該対象年度

　　　　第１位までを記入してください。なお，参考までに例示を添付しますので，そちらをご参照ください。

（注）・　各年度の退学者数・在学者数については，該当年度間（例えば，平成22年度であれば，平成22年4月1日から平成23年3月末

　　　　まで）の状況を記載してください。また，数字については確定した数値を記入してください。

　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　・　　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載
　　してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

4



留学生対象の科目であり、平成23
年度は留学生不在のため開講しな
い(23)
留学生対象の科目であり、平成23
年度は留学生不在のため開講しな
い(23)
留学生対象の科目であり、平成23
年度は留学生不在のため開講しな
い(23)
留学生対象の科目であり、平成23
年度は留学生不在のため開講しな
い(23)

履修希望者がいないため平成23年
度は開講しない(23)

２　授業科目の概要

（１） 授業科目表

＜地域政策学部　地域政策学科＞

1

　
英
 
語

1

TOEIC 1後 1 1

Reading 1前

Communicative English Ⅱ 1後 1

Communicative English Ⅰ 1前 1

Practical English Ⅱ 2後 1

Practical English Ⅰ 2前 1

1

Advanced Reading Ⅱ 2後 1 1

Advanced Reading Ⅰ 2前 1

Current English Ⅱ 2後 2

Current English Ⅰ 2前 2

Communication Skills Ⅱ 1・2・3・4 2

Communication Skills Ⅰ 1・2・3・4 2

Communication Skills Ⅲ 1・2・3・4 2

Communication Skills Ⅳ 1・2・3・4 2

1

入門中国語Ⅰ 1前 1 1

1

基礎中国語Ⅰ 1前 1 1

　
中
国
語

基礎中国語Ⅱ 1後 1

入門中国語Ⅱ 1後 1

1前 1

2前

1

応用中国語Ⅱ 2後 1 1

応用中国語Ⅰ 2前 1

1

総合中国語Ⅱ 2後 1 1

総合中国語Ⅰ 2前 1

1

中国語会話（初級）Ⅱ 1後 1 1

中国語会話（初級）Ⅰ

1 1

中国語会話（中級）Ⅱ 2後 1 1

中国語会話（中級）Ⅰ

3前 2 1

コミュニケーション中国語ⅠB 3後 2 1

コミュニケーション中国語ⅠA

3前 2

コミュニケーション中国語ⅡB 3後 2

コミュニケーション中国語ⅡA

1前 1

入門韓国･朝鮮語Ⅱ 1後 1

入門韓国･朝鮮語Ⅰ

基礎韓国･朝鮮語Ⅰ 1前 1

基礎韓国･朝鮮語Ⅱ 1後 1

入門ポルトガル語Ⅰ 1前 1

入門ポルトガル語Ⅱ 1後 1

基礎ポルトガル語Ⅰ 1前 1

基礎ポルトガル語Ⅱ 1後 1

日本語・表現Ⅰ
未開講

1前
1 1

日本語・表現Ⅱ
未開講

1後
1 1

日本語・論文技術（基礎）Ⅰ
未開講

1前
1

日本語・論文技術（基礎）Ⅱ
未開講

1後
1

日本語・総合Ⅰ 2前 1 1

日本語・総合Ⅱ 2後 1 1

日本語・論文技術（応用）Ⅰ 2前 1

日本語・論文技術（応用）Ⅱ 2後 1

アカデミック日本語Ⅰ 3前 2 1

アカデミック日本語Ⅱ 3後 2 1

ビジネス日本語Ⅰ 3前 2 1

ビジネス日本語Ⅱ 3後 2 1

入門フランス語Ⅰ 1前 1

入門フランス語Ⅱ 1後 1

基礎フランス語Ⅰ
未開講

1前
1

基礎フランス語Ⅱ 1後 1

科目区分 授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

共
通
教
育
科
目

外
国
語
分
野

備　　　　考
必　修 自　由 准教授 講　師 助　教 助　手選　択 教　授

韓
国
・
朝
鮮
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

　
日
本
語

フ
ラ
ン
ス
語
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科目区分 授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 自　由 准教授 講　師 助　教 助　手選　択 教　授

履修希望者がいないため平成23年
度は開講しない(23)

履修希望者がいないため平成23年
度は開講しない(23)

履修希望者がいないため平成23年
度は開講しない(23)

開講クラス数の調整により、蒋湧
教授→駒木伸比古助教(23)

開講クラス数の調整により、
 蒋湧教授
 湯川治敏准教授
 駒木伸比古助教
 澤田貴行助教
      澤田貴行助教
      坂井秀一兼任講師
      平川雄一兼任講師 (23)

担当者変更（功刀由紀子教授→広
木詔三兼担教授） (23)

入門ドイツ語Ⅰ 1前 1

入門ドイツ語Ⅱ 1後 1

1基礎ドイツ語Ⅰ
未開講

1前

1

基礎ドイツ語Ⅱ 1後 1

入門ロシア語Ⅰ
未開講

1前

1

入門ロシア語Ⅱ 1後 1

基礎ロシア語Ⅰ
未開講

1前

基礎ロシア語Ⅱ 1後 1

世界の言語Ⅰ 2前 2

世界の言語Ⅱ 2後 2

古典言語Ⅰ 2・3・4 2

2古典言語Ⅱ 2・3・4

2 1

海外セミナー（英語）Ⅰ 1・2・3・4 2 1

海外セミナー（ドイツ語）Ⅰ 1・2・3・4

2 1

海外セミナー（フランス語）Ⅰ 1・2・3・4 2 1

海外セミナー（中国語）Ⅰ 1・2・3・4

海外セミナー（韓国語）Ⅰ 1・2・3・4 2 1

1海外セミナー（英語）Ⅱ 1・2・3・4 2

1海外セミナー（ドイツ語）Ⅱ 1・2・3・4 2

1海外セミナー（フランス語）Ⅱ 1・2・3・4 2

1海外セミナー（中国語）Ⅱ 1・2・3・4 2

1海外セミナー（韓国語）Ⅱ 1・2・3・4 2

1外国理解（英語圏）Ⅰ 1・2・3・4 4

1外国理解（ドイツ語圏）Ⅰ 1・2・3・4 4

4 1外国理解（フランス語圏）Ⅰ 1・2・3・4

4 1

外国理解（中国語圏）Ⅰ 1・2・3・4 4 1

外国理解（韓国語圏）Ⅰ 1・2・3・4

4 1

外国理解（タイ語圏）Ⅰ 1・2・3・4 4 1

外国理解（英語圏）Ⅱ 1・2・3・4

4 1

外国理解（ドイツ語圏）Ⅱ 1・2・3・4 4 1

外国理解（フランス語圏）Ⅱ 1・2・3・4

外国理解（中国語圏）Ⅱ 1・2・3・4 4 1

1外国理解（韓国語圏）Ⅱ 1・2・3・4 4

1外国理解（タイ語圏）Ⅱ 1・2・3・4 4

数理科学 1・2・3・4 2 1

確率入門 1・2・3・4 2 1

ネットワーク演習 1・2・3・4

プログラミング 1・2・3・4

社会データ分析入門 1・2・3・4

1統計学入門 1・2・3・4

マルチメディア表現 1・2・3・4 2 1

2

2

2
0
1

1

1

情報の科学 1・2・3・4 2

2

情報総合演習 1・2・3・4 2
0
1

0
1

1
2

物質の科学 1・2・3・4 2 2

地球の科学 1・2・3・4 2 1

宇宙の科学 1・2・3・4 2 1

科学技術史 1・2・3・4 2 1

現代技術と社会 1・2・3・4 2 1

地球環境問題 1・2・3・4 2 1

自然環境と地理 1・2・3・4 2

生物の科学 1・2・3・4 2
0
1

生態学 1・2・3・4

動物行動学 1・2・3・4 2

2

健康科学 1・2・3・4

トレーニング科学 1・2・3・4

2

スポーツ工学 1・2・3・4 2 1

2

共
通
教
育
科
目

外
国
語
分
野

ド
イ
ツ
語

ロ
シ
ア
語

　
外
国
理
解

数
理
・
情
報
分
野

自
然
分
野
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科目区分 授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 自　由 准教授 講　師 助　教 助　手選　択 教　授

履修希望者がいないため平成23年
度は開講しない(23)

教育の充実を図るため追加（今里
佳奈子教授）(23)

留学生対象の科目であり、平成23
年度は留学生不在のため開講しな
い(23)

留学生対象の科目であり、平成23
年度は留学生不在のため開講しな
い(23)

歴史学 1・2・3・4 2 1

考古学 1・2・3・4 2

地理学 1・2・3・4 2

社会学 1・2・3・4 2

情報と社会 未開講
1・2・3・4

2

法学 1・2・3・4

憲法 1・2・3・4

経営学 1・2・3・4

レクリエーション論 1・2・3・4

政治学 1・2・3・4

ジェンダー論 1・2・3・4

2

2

2 1

経済学 1・2・3・4 2

2

2

2

哲学 1・2・3・4 2

論理学 1・2・3・4 2

宗教学 1・2・3・4 2

心理学 1・2・3・4 2

文化人類学 1・2・3・4 2

現代の思想 1・2・3・4 2

民俗学 1・2・3・4 2 1

スポーツ文化論 1・2・3・4 2 1

日本事情Ⅰ 未開講
1・2・3・4

2

文学 1・2・3・4 2

日本事情Ⅱ 未開講
1・2・3・4

2

1・2・3・4 2 1言語と文化

総合科目

スポーツ・健康演習

スポーツ実技Ⅱ

芸術論

総合演習

スポーツ実技Ⅰ

2 1日本語学

古典の世界 1・2・3・4 2

1・2・3・4

1・2・3・4 2

21・2・3・4

2 1

2・3・4 2 2

1

2・3・4 1 1 2 1

1

11 2

共
通
教
育
科
目

社
会
分
野

総
合

人
文
分
野

体
育
分
野 1

1前後 2

2・3・4
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科目区分 授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 自　由 准教授 講　師 助　教 助　手選　択 教　授

担当者の一人である准教授が教授
に昇格（西村正広教授）（23）

専
門
教
育
科
目

基
幹
科
目
群

演
習
科
目
群

政
策
分
野
科
目

担当者の一人である准教授が教授
に昇格（西村正広教授）（23）

4通 4

担当者の一人である准教授が教授
に昇格（西村正広教授）（23）

担当者の一人である准教授が教授
に昇格（西村正広教授）（23）

担当者の一人である准教授が教授
に昇格（西村正広教授）（23）

5
4

20

20

研究法 2通 4

ゼミナールⅠ 3通 4

ゼミナールⅡ

担当者の一人である准教授が教授
に昇格（西村正広教授）（23）

学習法 1通 4

10 5

1
1後 2

5
6

1

1

1

6

11

19
20 5

4

20 5

2

2

5

19 6 2

19

地域政策入門 1前 2

卒業研究 4通

現代日本の政治 1後 2

行政学 1後 2

行政の諸領域と法 2前 2

2 1

12

2前

地域の自治と政治 2後 2

地域行政論

国土計画論 2前

政策過程論 2後 2 1

都市計画学 2後 2 1

公共セクター論 3前 2

政策評価論 3前 2 1

リスクコミュニケーション 3前 2 1

現代経済事情 1前 2 1

1

2

理論経済学

経済原論 1後

1後

地方財政論 2後

金融論 2後

2

財政学 2前 2

2

2 1

1

2

19 6 2

6

1

0

自然環境論 1前 2 3

現代の地域問題

少子高齢社会論 2前 2 1

地域コミュニティ論 2後 2

地域学概論 2後 2 1

地域生活史 3前 2 1

東海地域の今日的課題 3前 2 1

インターンシップ 3前 2 1

地域政策学特殊講義 3後 2 1

ＧＩＳ概論 2前 2 1

ＧＩＳ演習Ⅰ 2後 2 1 1

ＧＩＳ演習Ⅱ 3前 2 1

1 2地域政策とＧＩＳ活用 3後 2

地
域
関
連
科
目
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科目区分 授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 自　由 准教授 講　師 助　教 助　手選　択 教　授

専
門
教
育
科
目

展
開
科
目
群

公共政策論 2前 2 1

社会福祉政策論 2後

地方自治体論 2後

経済政策論 2後

2

2 1

2 1 1

自治体公務員論 3前 2 1

国際通商政策論 3前 2 1

交通運輸政策論 3前 2

保健医療政策論 3前 2 1 1

災害と防災 3前 2 1

ＮＰＯ論 3前 2

教育政策論 3後 2

環境政策論 3後 2

労働政策論 3後 2

食品安全政策論 3後 2

文化政策論 3後 2

1 1

1

1経営法務論 2前 2

地域産業論 2前 2 1

中小企業論 2前 2 1

国際ビジネス論 2後 2 1

現代科学技術論 2後 2 1

日本経済史 2後 2 1

近代産業技術史 3前 2

地域統計論 3前 2 1

森林の管理と経営 3前 2

地域金融論 3前 2 1

企業発展論 3前 2 1

東アジア経済事情 3前 2

農業経済論 3前 2 1

協同組合論 3後 2 1

貿易商務論 3後 2 1

地域産業史 13後 2

経済地理学 3後

水産資源論 3後

2

2

公
共
政
策
系
科
目

地
域
産
業
系
科
目

担当者である准教授が教授に昇格
（西村正広教授）（23）

担当者である准教授が教授に昇格
（西村正広教授）（23）

担当者である准教授が教授に昇格
（西村正広教授）（23）
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科目区分 授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 自　由 准教授 講　師 助　教 助　手選　択 教　授

専
門
教
育
科
目

展
開
科
目
群

まちづくりとデータ分析 2前 2 1

生涯学習論 2前 2

ワークショップ演習 2後 2 1

生活インフラ論 2後 2

流域管理論 2後 2

ワークショップとまちづくり 3前 2 1 1

中山間過疎地域論 3前 2 1

エコ地域づくり論 3前 2

都市と水 3前 2

地域資源論 3後 2 1

創造都市論 3後 2

コミュニティ・ビジネス論 3後 2

地域イノベーション論 3後 2 1

地域文化論 2前 2 1

地域通貨論

地域の食文化 2後

3後 2

ツーリズム文化論 2後

英米の文化とツーリズム 2後

2 1

2 1

2 1

地域史料講読 2後 2 1

フィールドワーク方法論 2後 2 4

言語と地域 2後 2 1

エスニック・アート 2後 2 1

ツーリズム政策論 3前 2 1

地域史料研究

2

13前 2

4

食具論 3前 2 1

3前

地域間交通史

ジュニアスポーツ論

スポーツ･マネジメント論

運動生理学

ま
ち
づ
く
り
系
科
目

健康行動論

スポーツ・バイオメカニクス

フィールドワーク

2

地
域
文
化
系
科
目

グリーン・ツーリズム論

世界遺産研究

13後 2

多文化共生論 3後 2 1

3後

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
系
科
目

健康・スポーツ政策論 2前 2 1

3後

2

2 1

1

スポーツ社会学 2後 2 1

2後

スポーツ経営学 3前 2 1

2後

2

12

公衆衛生 3前 2

3前

スポーツ指導論 3前 2 1

3前

2

12

スポーツ心理学 3前 2 1

3前

セーフティ・マネジメント 3前 2

スポーツ産業論 3後 2 1

地域スポーツ運営論 3後 2 1

アダプテッド・スポーツ論 3後 2

精神保健 3後 2

学校保健 3後 2
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科目区分 授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 自　由 准教授 講　師 助　教 助　手選　択 教　授

専
門
教
育
科
目

隣
接
・
関
連
科
目
群

計

変　　更　　状　　況

必　修 選　択
備　　　　　　　　考

科目

[　　0 ]

自　由

2628

必　修 選　択 自　由 計

（２） 授業科目数

0

[　　0 ]

科目

270

[　　0 ]

262 0

　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，設置認可時の
　　　計画からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

[　　0 ]

　　　　修正をしてください。

認　可　時　の　計　画

科目

8

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

科目

270

科目 科目科目科目

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても，「（１）授業科目表」にはその状況を

　　　　反映させてください。（ただし、「（３）未開講科目」欄には記載する必要はありません）。

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２２年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に

　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記載してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し

1

文化情報・メディア論 2後

2

2

博物館概論 2前

ミュージアム展示論 2後 2 1

1

競技者育成論 3前 2

スポーツ方法Ⅰ 2前 1

スポーツ方法Ⅱ 2前 1

スポーツ方法Ⅲ 2後 1 2

スポーツ方法Ⅳ 2後 1 1

スポーツ方法Ⅴ 3前 1

スポーツ方法Ⅵ 3前 1 1 1

スポーツ方法Ⅶ 3後 1

スポーツ方法Ⅷ 3後 1

1 1 1
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 日本語・表現I 1 1 一般 選択

２ 日本語・表現II 1 1 一般 選択

３
日本語・論文技術（基
礎）I

1 1 一般 選択

4
日本語・論文技術（基
礎）II

1 1 一般 選択

5 日本事情I 2 1 一般 選択

6 日本事情II 2 1 一般 選択

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２

３

　　　　科目があった場合は，（１）「授業科目表」にその状況を反映させてください。）

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。（ただし，未開講

 

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

いずれの科目も、留学生を対象としており、
平成23年度は留学生不在のため開講しない
(23)

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

平成23年度留学生不在につき、留学生対象の上記6授業科目を未開講とする次第であり、支障はない。

（注）・授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

未開講科目と廃止科目の計

（４） 廃止科目　【該当なし】

＝ 0.02
認可時の計画の授業科目数の計

（注）・届出時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について

　　　　記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　　知方法」を記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」
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